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の

重
要
な
拠
点
と
な
っ

た
。

　
こ

の

よ

う
に

カ

ト

リ
ッ

ク
浜
松
教
会
は
、

リ
ー

マ

ン

シ
ョ

ッ

ク

以

降、

緊
急
的
に

エ

ス

ニ

ッ

ク
・

マ

イ

ノ

リ
テ

ィ

の

支
援
拠
点
と
な
り
、

未
曾
有

の

経
済
危
機
を

経
験
し
た

南
米
系
外
国
人
の

生

活
を
支

援
し

て

き
た

。

他

に

類
を

み
な

い

規
模
の

支
援
を

可
能
に

し
た

の

は
、

「

カ

ト
リ
ッ

ク

教
会
」

と
い

う
宗
教
組
織
の

独
自
性
に

由
来
す
る

。

カ

ト
リ

ッ

ク

は

南

米
諸
国
の

「

制
度
宗
教
」

で

あ

り、

日

本
に

お

い

て

は

南
米
系
外
国
人
の

エ

ス

ニ

ッ

ク

コ

ミ
ュ

ニ

テ

ィ

と
し

て

も
機
能
し
て

い

る
。

ま
た

、

カ

ト

リ

ッ

ク

教
会

は

日
本
入
と

外
国
人
が

空
問
を

共
に

す
る

場
で

あ
る

こ

と
か

ら
、

日

常
的

な

交
流
が

あ
る

。

カ

ト

リ
ッ

ク

浜
松
教
会
の

場
合
は
一

九
九
八

年
に

始
ま

っ

た

日

本
人
の

ホ

ー

ム

レ

ス

を

支
援
す
る

活
動
「

エ

ス

ペ

ラ

ン

サ
」

が
ブ

ラ

ジ

ル

人
信
者
主

導
の

も
と

で

お
こ

な

わ

れ

て

お

り
、

そ
こ

に

日

本
人
信

者
も
参
画
し

て

き
た

経
緯
が
あ
る

。

こ

れ
ら

の

特
性
に

加
え

、

カ

ト

リ
ッ

ク

浜
松
教
会
の

場
合
は
、

教
会
信
者、

他
教
会
・

修
道

会
、

企

業、

エ

ス

ニ

ッ

ク

コ

ミ
ュ

ニ

テ

ィ
、

市
民
な
ど
、

多
方
面
か

ら
物

的
・

経
済
的

支
援

を

取
り
付
け
る

こ

と
が

で

き
る

だ

け
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク

を

有
し

て

い

た
。

ま
た

、

諸
支
援
を

可
能
に

す
る

十
分
な

空
間
資
源
を
有
し

て

い

た
。

そ
し

て

最
も

重
要
な

点
は
、

熱
心
な
信
者
た

ち
が

無
償
で

支

援
活
動
に

従
事
し

た
こ

と
で

あ
る

。

そ

う
す
る

こ

と

に

よ
っ

て
、

限

ら

れ
た

財
源
の

な
か

で

活
動
の

持
続
が

可
能
に

な
っ

た

の

で

あ
る

。

　
二

〇

〇

九

年
か

ら
二

〇
一

〇

年
に

か

け
て
、

徐
々

に

公
的
な

支
援
体
制

が

整
備
さ

れ

は
じ

め

た
の

を
契
機
に
、

前
述
し
た
カ

ト

リ
ッ

ク

浜
松
教
会

の

滞
日

外
国
人

支
援
は

、

二

〇
一

〇

年
十
二

月
以

降
、

表
立
っ

た

か

た

ち

で

は

実

施
さ

れ
な

く
な
っ

た
。

い

わ

ば
、

カ

ト
リ

ッ

ク

浜
松
教
会
の

滞
日

外
国
人
へ

の

支
援
活

動
は
、

「

臨

時
的
に
制

度
の

隙

間
を
埋
め

る

実

践
」

で

あ
っ

た
。

カ

ト
リ

ッ

ク

浜
松
教

会
が
も
つ

「

ヒ

ト、

カ

ネ、

モ

ノ
」

と

い

っ

た

諸

資
源
は

、

恒
常
的
な

滞
日

外

国
人
の

支
援
拠
点
と
な
る

可

能
性

を

十
分
に

備
え
て

い

る

が
、

現
時

点
に

お
い

て

支
援
の

恒
常
化
を
目

指
す

予
定
は

な

く
、

NPO

化

す
る

動
き
も
な
い

。

他
都
市
で

は

地
域
の

福
祉

課
題
に

直
面
し
て

い

く
中
で

、

カ

ト

リ

ッ

ク

教
会
が
NPO

の

活
動
拠
点

と
な
っ

た
ケ

ー

ス

が

複
数
あ
る

。

今
後
の

研

究
に

お
い

て

は
、

NPO

の

活
動
拠
点
と
な
る

場
合
と
そ

う
な
ら

な
い

場
合
と
で、

ど
の

よ

う
な

条
件

の

相
違
が

あ
っ

た
か

を
丁

寧
に

分
析
し

て

い

く
必．
要
が

あ
る

。

こ

の

よ

う

な

課
題

は

残
る

に

せ

よ
、

本
発
表
は

南

米
系
外
国
人
の

「

制
度

宗
教
」

で

あ
る

カ

ト
リ

ッ

ク
教
会
が

非
常
時
に

果
た

す
役
割
を

考
察
す
る

う
え
で

有

益
な

示
唆
を

提
供
し

て

い

る

と
い

え
る

だ
ろ

う
。

パ

ネ
ル

の

主
旨
と

ま
と

め

高

橋
　
典

史

　
グ

ロ

ー
バ

リ

ゼ

ー

シ

ョ

ン

が

進

展
し

て

い

る

現
代
の

日
本
社
会
は
、

国

外
か
ら

多
く
の

外
国
人
た

ち
が

来
日
し

て

定
住

：
永

住
を

進
め

て
い

る
だ

け
で

な
く、

「

宗
教
」

も
数

多
く
到
来
す
る

よ

う
に

な
っ

て

い

る
。

こ

の

先
、

日

本
杜
会
の

側
も
増
加
す
る

滞
日
外
国
人
（
移
民
）

の

宗
教
へ

の

対

応
に

迫
ら
れ

て

い

く
も
の

と

考
え

ら
れ

る
。

そ
こ

で

本
パ

ネ
ル

で
は
、

外

来
宗
教
と

そ
こ

に
集
う
移
民
た

ち
の

ホ

ス

ト

社
会
へ

の

適
応
の

あ
り
方
の

み

な
ら

ず、

ホ

ス

ト
社
会
側
の

滞
日
外
国
人
へ

の

対
応
も
取
り
上
げ
る
こ

と

に
よ

り、

「

移
民
と

宗
教
」

に

関
す
る

新
た

な
研

究
の

地
平
を

開
拓
す

る

こ

と
を

目
的
と

し
た

Q
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ま

ず
、

高
橋
典
史
の

発
表
で

は
、

パ

ネ
ル

の

趣

旨
と

研
究
上
の

意

義
を

説

明
し
た

う
え
で

、

現
代
日

本
の

「

移

民
と

宗
教
」

を
め

ぐ
る

状
況
と
そ

の

研
究
動
向
を

検
討
し

、

今
後
取
り
組
ん

で

い

く
べ

き

研
究
課
題
を

指
摘

し
た

。

続
く
星

野
壮
の

発
表
で

は
、

東
海
地

方
の

日

系
ブ

ラ

ジ
ル

人
た
ち

が
通

う
ペ

ン

テ

コ

ス

テ

派
の

キ

リ

ス

ト
教
会
と
エ

ス

ピ

リ

テ

ィ

ズ

モ

教
団

に

つ

い

て

取
り
E
げ
た

。

こ

れ
ら
の

集
団
は
基
本
的
に

閉
鎖
的
な
エ

ス

ニ

ッ

ク
・

チ

ャ

ー

チ

と
な
っ

て

い

る

も
の

の、

あ
え
て

日

本
語
礼

拝
に

通

う

ペ

ン

テ

コ

ス

テ

派
教
会
の

信
者
や、

日
本
語
で

子

弟
た
ち
に

教

義
を
教
え

て

い

る

エ

ス

ピ

リ

テ

ィ

ズ

モ

教
団
か
ら
は、

信
者
た
ち
の

信
仰

継
承
と
ホ

ス

ト
社

会
へ

の

適
応
の

志

向
性
を
看
取
で

き
る

と

論
じ
た

。

　

藤
野

陽
平
の

発
表
で

は、

束
ア

ジ

ア

で

広

範
囲
に

展

開
し
て

い

る

中
華

系
キ

リ

ス

ト

教

会
に
つ

い

て

取
り
上

げ
た

。

同
教
会
は
、

中
国
発
祥
で

は

あ
る

も
の

の
、

台
湾
・

日

本
・

韓
国
に
お
い

て

そ
れ
ぞ
れ

異
な
る

展

開
を

し
て

き
て

お

り、

台
湾
人
教
会、

日
本
人
教
会、

韓
国
人
教
会
な
ど

が
形

成
さ
れ
て

き
た

。

そ
れ

ゆ

え
、

】

般
的
な
エ

ス

ニ

ッ

ク
・

チ

ャ

ー

チ
と
は

差

異
が

あ
る

の

だ
が、

そ
れ

ら
は

あ
く
ま
で

「

中

華
」

と

い

う
枠
組
み
の

中
で

の

展
開
で

あ
り、

こ

う
し
た

宗
教
集
団
を
捉
え
る
に

は
、

地
域
的
な

ミ

ク

ロ

な

動
き
と
地
域

横
断
的
な
マ

ク
ロ

な
動
き
の

双
方
へ

の

ア

プ

ロ

ー

チ
が
求
め

ら

れ
る

と

指
摘
し

た
。

　

最
後
の

白
波

瀬
達
也
の

発
表
で

は
、

ホ

ス

ト
社
会
側
の

宗
教
集
団
に

着

目
し
た

。

二

〇
〇
八

年
秋
に

起
こ

っ

た

リ

ー

マ

ン
・

シ
ョ

ッ

ク
の

影
響
で

日

系
ブ

ラ

ジ
ル

入
を
は
じ
め

と
す
る

滞
日
外
国
人
の

多
く
は

失
業
し、

極

度
の

経

済
難
に

陥
っ

た
。

そ

の

た

め
、

カ

ト

リ
ッ

ク

浜
松
教
会
で

は
、

比

較
的
大

規
模
な
空
間

資
源、

人
的
資
源、

行
政
や
教
育
機
関
と

の

ネ
ッ

ト

ワ

ー

ク

等
を

活
用
し

て
、

外
国
人

住
民
へ

の

支

援
を

展

開
し
た
．．

そ

し

て
、

緊
急

的
な

外
国
人

支

援
の

拠

点
と
し
て

同
教
会
が

有
効
に

機
能
し
た

一

方
で

、

臨
時
的
に

制
度
の

隙
間
を
埋
め
る

役
割
を

す
る

と
い

う
自
己
認

識
や、

NPO

活
動
等
に

展
開
す
る

こ

と
へ

の

関
心
が

低
い

と
い

っ

た
要

因
か

ら
、

恒
常
的
な

外
国
人

支
援
と
い

う
側

面
は

強
く
は

な
い

と

論
じ

た
。

　
以
上
の

発
表
の

の

ち、

中
牧
弘

允
氏
よ

り
コ

メ

ン

ト

を
い

た
だ

い

た
。

中
牧
氏
は
「

ニ

ュ

ー

カ

マ

ー
と
宗
教
」

と
い

う
新
し

い

研
究
テ

ー

マ

へ

の

試
み
と
し
て

、

本
パ

ネ
ル

の

意
義
を
評

価
し
た

う
え
で

、

次
の

よ

う
な
今

後
の

課
題
を
指

摘
し

た
。

（
一
）

外

国
人
が
集

住
す
る

「

都
市
」

だ

け
で

な

く
、

よ
り
ミ

ク

ロ

な
「

地
域
」

に

着
目

す
る

こ

と
で

日

本
人

住
民
と
の

関

係
性
を
把
握
す
る

こ

と
、

（
二
）

ニ

ュ

ー

カ

マ

ー

の

あ
い

だ
で
ペ

ン

テ

コ

ス

テ

派
教
会
が
支

持
さ
れ

て

い

る

要
因
を

分
析

す
る

こ

と
、

（
三
）

カ

ト

リ
ッ

ク

教
会
な
ど
の

「

見
え
る
教
会
」

内
に

お
け
る

既
存
の

日

本
人

信
者
と
ニ

ュ

ー

カ

マ

ー

の

信
者
と

の

関
係
性
を
把
握
す
る

こ

と
、

（

四
）

凵

系
新
宗
教

に

お
け
る

ニ

ュ

ー

カ

マ

ー

の

信
者
と

各
事
例
と

の

比
較
を

行
う
こ

と
、

な

ど
で

あ
る

。

さ
ら

に

フ

ロ

ア

か
ら
は
、

移
民
た

ち
の

出
自
国
の

宗
教

状
況

を
視
野
に

入
れ
て

日

本
の

事
例
を
分
析
す
る

こ

と

や、

ペ

ン

テ
コ

ス

テ

派

教
会
が
熱
心
に

行
っ

て

い

る

海
外
宣
教
も
視
野
に

入
れ
る
必
要
性
な
ど

が

提
起
さ
れ

た
。
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